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Red Hat OpenStack Platform 
は、セキュリティ機能を備えた信
頼性の高いパブリックおよびプラ
イベートの OpenStack クラウド
の開発、デプロイ、スケーリング、
管理を支援する実証済みの基盤
です。

Red Hat の OpenStack テ
クノロジーにおけるリーダー
シップ
オープンソース・コミュニティのプ
ロジェクトである OpenStack の
開発と変化は速やかに進んでい
ます。 

2011 年から OpenStack プロジェ
クトの最大のコントリビューター
として、Red Hat は長期的な安定
性と、エンタープライズ向けソフト
ウェアのライフサイクル管理と実
稼働レベルのサポートの統合を可
能にし、リスクの排除に貢献して
います。

製品概要
 Red Hat® OpenStack® Platform は、オープンなコミュニティ主導のイノベーションと、エンタープライ
ズレベルの規模と信頼性を兼ね備えています。これにより、新しい差別化されたアプリケーションとサー
ビスを、実証済みの柔軟でスケーラブルな OpenStack パブリッククラウドまたはプライベートクラウド上
で提供できます。

 Red Hat OpenStack Platform は、オープンで柔軟な、進化し続けるイノベーションを原動力としてい
ます。既存の企業も新興の企業も、それぞれのビジネス上の利益の実現を加速するために必要なクラウド
を確実に構築できます。

特長とメリット 

 Red Hat OpenStack Platform は、コアからエッジに至るまでの実績のある統合テクノロジーをベース
とする、柔軟でスケーラブルなクラウド環境を構築するための機能と特長を備えています。

 Red Hat OpenStack Platform によるクラウド・インフラストラクチャは、現在の重要なワークロード
に適した実証済みの基盤を提供します。また、ハイブリッドクラウドやエッジ、さらなる先進技術を導入す
るための今後の道筋を示します。

表 1. 継続的な運用管理

特長 メリット

デプロイおよび管理向けの単一の 
ライフサイクルツール

OpenStack 環境の計画、デプロイ、管理を 1 つのツールで
行えます。Red Hat OpenStack Platform には Red Hat 
OpenStack Platform director が組み込まれています。これ
は新しい機能が追加されるたびに更新されるため、Day 0 から 
Day 2 のプラットフォーム運用をさらに単純化できます。 

ワークロードとインフラストラクチャの 
管理

Red Hat CloudForms® は OpenStack のワークロードとイン
フラストラクチャを管理できます。OpenStack クラウドに対
するリソース管理とデータ収集を可能にし、リソースの監視とレ
ポート、コンプライアンス保証、チャージバックとショーバック、
サービスカタログ、ユーザー管理、Heat テンプレート管理など
に対応します。

分散コンピュートノード 分散コンピュートノードでエッジコンピューティング・アーキテ
クチャを構築し、コンピュートとストレージの位置をデータソー
スに近づけて、コアからエッジまで一貫した一元管理を可能に
します。

Red Hat Satellite との統合 ユーザーは Red Hat OpenStack Platform director によって
表示されるイメージおよびホストパッケージ管理を含む、アプ
リケーションおよびオペレーティングシステム (OS) のエンタイ
トルメントの利用にあたって Red Hat Satellite にアクセスでき
ます。
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特長 メリット

コンテナ化された OpenStack サービス OpenStack サービスをコンテナで実行すると、各サービス
を個別に管理し、スケーリングできます。このため、デプロイ、
アップグレード、ロールバック、管理が単純化され、制御性と柔
軟性が向上します。

Red Hat Ansible® Automation 
Platform と Red Hat OpenStack 
Platform director の使用による 
デプロイ

IT 運用チームは OpenStack デプロイが稼働する前にプレ
ビューして、デプロイやアップグレードの潜在的な問題を予測
できます。デプロイプロセスに可視性が追加されるので、障害
検出やデバッグが迅速になります。障害が発生しても、分離し
たデプロイステップを反復して再適用することもできます。

表 2. プラットフォームのライフサイクル管理

特長 メリット

ライブアップグレードによる信頼性に優 
れたデプロイ

Red Hat OpenStack Platform director はインストールプロ
セス全体でシステムをチェックし、一貫性のある自動化された
クラウドデプロイを提供します。オーケストレーションされたシ
ステムのアップグレードとアップデートをライブで実行し、ダウ
ンタイムがほとんどない、本番稼働に適した長期的な安定性を
もたらします。 

長期にサポートされるリリースでプラット
フォームのアップグレード回数が減少

Red Hat は最大 5 年間 Red Hat OpenStack Platform をサ
ポートし、2 年に 1 度のアップストリーム OpenStack コミュニ
ティのリリースサイクルに基づく最新機能を提供します。これに
より、最新機能を引き続き利用できるため、プラットフォームの
メジャーアップグレードの必要性が低くなります。

イノベーションの統合 Red Hat OpenStack Platform は、コミュニティリリースを 
1 つの安定した機能豊富なバージョンにまとめるなど、旧バー
ジョンの優れた機能を効果的に統合しています。

ライフサイクルを通じた新しいイノベー
ション

機能や特長の追加は、ソフトウェアのリリースライフサイクル
を通じて行うことができ、プラットフォームのフルアップグレー
ドは不要です。つまり、コミュニティの新たなイノベーションが
リリースされると、Red Hat からの新しいバージョンのソフト
ウェアを待つことなく、これをプラットフォームに組み込むこと
ができるのです。お客様は安定性を損なうことなく、新しい機
能を利用できます。

最新の IT インフラストラク
チャでクラウドを構築する
Red Hat Cloud Suite には、
Red Hat OpenStack Platform や 
Red Hat OpenShift Container 
Platform など、エンタープライズ
向けクラウドのデプロイに必要
なすべてが揃っています。詳細は 
redhat.com/ja/technologies/
cloud-computing/cloud-suite 
をご覧ください。

クラウド環境のメリットの実現
を望む企業は、 OpenStack 
向けの緊密に統合されたス
ケールアウトストレージであ
る Red Hat Ceph Storage を
直接利用することができま
す。詳細は redhat.com/en/
resources/hyperconverged-
infrastructure-for-cloud をご覧
ください。

Red Hat トレーニングと認定
IT チームが OpenStack のトレー
ニングを受講し、Red Hat の演習
を主体としたコースと実技ベース
の試験で認定を取得できるように
しましょう。詳細は redhat.com/
ja/services/training/openstack 
をご覧ください。

プロフェッショナルなコンサル
ティングサービス
Red Hat は、以下のようなクラウ
ドテクノロジー・ソリューション向
けのコンサルティング・サービス
のポートフォリオを提供していま
す。

• コンサルティングのディスカバ
リー・セッション

• コンサルティングの評価 

詳細は redhat.com/ja/services/
consulting をご覧ください。
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OpenStack の詳細については、
openstack.org にアクセスしてく
ださい。

Red Hat クラウド・ソリューション
の詳細については、redhat.com/
ja/topics/cloud-computing/
why-choose-red-hat-cloud にア
クセスしてください。

表 3. 信頼性、可用性、パフォーマンス

特長 メリット

実稼働環境でのテストと強化 広範なパッチ適用、バグ修正、テスト、認定プロセスにより、
アップストリーム・コミュニティリリースとの互換性とパフォー
マンスの範囲が広がります。 

可用性の高いインフラストラクチャ Red Hat OpenStack Platform では、インフラストラクチャの
障害認識、ホストノードの自動退避、ダウンしたノードのフェン
シングなど、高可用性のためのポリシー駆動型の対策を取り入
れています。また、利用可能な残りのホストでワークロードを自
動的に再起動する機能もあります。

パフォーマンス Red Hat Virtualization Hypervisor は OpenStack ワーク
ロードに対して優れたパフォーマンスを発揮します。カーネル
ベースの仮想マシン (KVM) をベースとするハイパーバイザー
は、SPECvirt_sc2013benchmark 1 で最高のパフォーマン
スを記録しています。Red Hat OpenStack Platform では、
リアルタイムの KVM コンピュートロールのレイテンシーは、 
Red Hat Enterprise Linux® リアルタイムカーネルを使用する
ことできわめて低くなっています。

GPU/vGPU のサポート AI/ML などの新たなワークロードにハードウェア・アクセラ
レーションされているアプリケーションを使用して、新しいイ
ノベーションと次世代のカスタマーエクスペリエンスを推進し
ます。 

表 4. セキュリティとコンプライアンス

特長 メリット

Red Hat Enterprise Linux OS SELinux (Security-Enhanced Linux) の軍事レベルのセキュ
リティ技術により、OpenStack のパブリック/プライベートク
ラウドでの運用に際して、不正侵入を防止し、データを保護し
ます。2

スタックのアクセスと監視 非準拠の仮想マシンの継続的な監視とフラグ付けにより、リ
ソースのエンタープライズ・ポリシーへの準拠を維持します。詳
細なロールベースのアクセス制御 (RBAC) とテナント同期で、
ユーザーの権限を管理できます。

 1 「All SPECvirt_sc2013 results published by SPEC」、Standard Performance Evaluation Corporation、2018 年。
https://www.spec.org/virt_sc2013/results/specvirt_sc2013_perf.html

 2 「Government standards」Red Hat、2018 年。https://access.redhat.com/articles/2918071
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特長 メリット

ハードウェア・セキュリティ・モジュール 
(HSM) バックエンドサポートを含む暗号
化および鍵管理

コントロールフローの暗号化とオプションのデータストアとフ
ローの暗号化により、プライバシーとデータの整合性が強化さ
れます。証明書と鍵の一元管理により、最適なセキュリティ管
理手法が適用され、セキュリティの維持と、専用の鍵管理ハー
ドウェアの使用による厳格なコンプライアンス基準への対応を
サポートします。

IPSec VPN から NIC への暗号化オフ
ロード

より多様な環境をサポートし、VM/テナントレベルでの広帯域
のリモート IPsec VPN 接続を可能にし、GDPR および Data 
Security Standard (PCI-DSS) などのセキュリティ基準への
コンプライアンスを強化します。

コンプライアンスの加速化 Federal Risk and Authorization Management Program 
(FedRAMP)、European Telecommunications Standards 
Institute (ETSI)、Agence nationale de la sécurité des 
systèmes d�information (ANSSI) 規制に向けたセキュリ
ティ機能で、使用される環境の準拠した状態を維持します。

表 5. 統合

特長 メリット

コンテナ化されたクラウドネイティブ・
ワークロードのサポート

Red Hat OpenStack Platform と Red Hat OpenShift® の
統合により、Red Hat OpenStack Platform director で管理
されるコンテナ化されたクラウドネイティブ・アプリケーショ
ン向けの柔軟なアーキテクチャを作成できます。これには、
ベアメタル Red Hat Enterprise Linux リソースの Red Hat 
OpenShift Container Platform に向けたプロビジョニング、 
高可用性のための本番稼働に適した OpenShift Container 
Platform クラスタのデプロイメント、OpenShift Container 
Platform ノードの director ベースのスケールアウトおよびス
ケールインなどの自動化機能が含まれます。

信頼性の高いストレージ Red Hat Ceph® Storage との統合により、 OpenStack ク
ラウド向けのスケーラビリティに優れた冗長オブジェクト/ブ
ロック/ファイルストレージ・ソリューションが提供されます。
これには、クラスタ化されたエンタープライズ・ワークロード
向けに、ボリュームを複数のホストおよびサーバーに同時に接
続する機能、director による階層化されたストレージ・アーキ
テクチャの作成と管理、最適化されたボリューム移行、Ceph 
を使用した内部トラフィックの Internet Protocol Security 
(IPSec) トンネリングが含まれます。Red Hat Storage には
ワークロード別にサービス品質 (QoS) を監視する機能もあ
り、これは「Noisy Neighbors (うるさい隣人)」問題の軽減に
役立ちます。

http://jp.redhat.com
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特長 メリット

ネットワーキングの統合 Red Hat OpenStack Platform には、ネットワーキングのパ
フォーマンスと柔軟性を向上させる複数の機能があり、これに
は Load Balancing-as-a-Service (LBaaS) や Open Virtual 
Network (OVN) などが含まれます。 

拡張可能なエコシステム Red Hat の OpenStack パートナー認定プログラムにより、既
存のデータセンター投資との統合が単純化されます。このプロ
グラムは、相手先ブランド製造会社 (OEM)、独立系ハードウェ
アベンダー (IHV)、独立系ソフトウェアベンダー (ISV)、チャ
ネルパートナー、システムインテグレーター、クラウド・サー
ビスプロバイダー (CSP)、マネージド・サービスプロバイダー 
(MSP) など、ソフトウェア、ハードウェア、サービスの各ベン
ダーを対象としています。 

技術仕様 

 Red Hat OpenStack Platform は、Red Hat Enterprise Linux の認定を受けているすべてのサーバー
プラットフォーム上で実行されます。各サーバーロールについては、以下の最小要件があります。

コンピュートノード

• 64 ビット x86 プロセッサー、Intel 64 または AMD64 CPU 拡張サポート、AMD-V または Intel 
Virtualization (Intel VT) ハードウェア仮想化拡張対応 (最小 4 コアを推奨)

• OPAL ファームウェアを実行する Power 8 または Power 9 システムで ppc64le をサポート

• 最小 6 GB の RAM (ユーザーが仮想マシンインスタンスに対して利用可能にするメモリー量に応じて
追加 RAM が必要になる場合がある)

• 最小 40 GB のディスク空き容量 (1 TB を推奨)

• 1Gbps ネットワークインターフェースカード × 2 (実稼働環境では 2 枚以上のネットワークインター
フェースカードを推奨)

• 各コンピュートノードには、サーバーのマザーボードに Intelligent Platform Management Interface 
(IPMI) が必要

コントローラーノード

• 64 ビット x86 プロセッサー、Intel 64 または AMD64 CPU 拡張のサポート

• OPAL ファームウェアを実行する Power 8 または Power 9 システムで ppc64le をサポート

• 最小 32 GB の RAM (最適なパフォーマンスには 64 GB を推奨)

• 最小 40 GB のディスク空き容量

• 1Gbps ネットワークインターフェースカード × 2

http://jp.redhat.com
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RED HAT について 

エンタープライズ・オープンソース・ソフトウェア・ソリューションのプロバイダーとして世界をリードする 
Red Hat は、コミュニティとの協業により高い信頼性と性能を備える Linux、ハイブリッドクラウド、コンテナ、
および Kubernetes テクノロジーを提供しています。Red Hat は、新規および既存 IT アプリケーションの統合、
クラウドネイティブ・アプリケーションの開発、Red Hat が提供する業界トップレベルのオペレーティングシス
テムへの標準化、複雑な環境の自動化、セキュリティ保護、運用管理を支援します。受賞歴のあるサポート、ト
レーニング、コンサルティングサービスを提供する Red Hat は、Fortune 500 企業に信頼されるアドバイザー
です。クラウドプロバイダー、システムインテグレーター、アプリケーションベンダー、お客様、オープンソース・
コミュニティの戦略的パートナーとして、Red Hat はデジタル化が進む将来に備える企業を支援します。
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Red Hat OpenStack Platform director

• 8 コア 64 ビット x86 プロセッサー、Intel 64 または AMD64 CPU 拡張のサポート

• ホスト・オペレーティングシステムとして Red Hat Enterprise Linux

• 最小 16 GB の RAM

• 最小 100 GB のディスク空き容量 (オーバークラウドデプロイまたはアップデートを試行する前には 
10 GB の空き容量が必要)

• 2 枚以上の 1Gbps ネットワークインターフェースカード (とくにオーバークラウド内の多数のノードをプ
ロビジョニングするなどの、ネットワークトラフィックのプロビジョニングには 10Gbps を推奨)
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